
(1)     ,   を互いに素な正の整数とする。

　(i)     x-y=0 の整数解を全て求めよ。
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  0 11a  ,  2a  ,  3a  ,  4a  は正の整数   

　　　  と表せたとする。 1a +
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  を通分して得られる分子

　　　 1a 2a 3a + 1a + 3a  を p ,  分母 2a 3a +1 を q とするとき ,  q-p の

　　　 値を求めよ。

(2)    157x-68y=3 の整数解を全て求めよ。
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